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■
駅
南
口
が
最
適
な
理
由

○�
立
地
性
に
優
れ
、
気
軽
に
利
用
で

き
る
。

○�

公
共
交
通
が
充
実
し
て
お
り
、
ア

ク
セ
ス
性
に
優
れ
て
い
る
。

○�

土
地
区
画
整
理
事
業
と
合
わ
せ
て

整
備
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
発
展

が
期
待
で
き
る
。

○�

証
明
等
自
動
交
付
機
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
機
能
を
備
え
る
こ
と
で
、
町

外
通
勤
者
の
利
便
性
も
向
上
す
る
。

◆
法
的
な
考
え
方
も
考
慮

　

地
方
自
治
法
第
４
条
第
２
項
で
は
、

「
事
務
所
の
位
置
を
定
め
又
は
こ
れ

を
変
更
す
る
に
当
つ
て
は
、
住
民
の

利
用
に
最
も
便
利
で
あ
る
よ
う
に
、

交
通
の
事
情
、
他

の
官
公
署
と
の
関

係
等
に
つ
い
て
適

当
な
考
慮
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
趣
旨
を
十

分
踏
ま
え
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
町

で
は
新
庁
舎
の
候

補
地
を
「
海
田
市

駅
南
口
」
と
定
め

ま
し
た
。

　
■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

現
在
の
と
こ
ろ
平
成
25
年
３
月
末

ま
で
に
現
庁
舎
を
移
転
・
解
体
し
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
新
庁
舎
を
開
庁

す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
仮
庁
舎
に
は
、
平
成
24
年

12
月
29
日
か
ら
平
成
25
年
１
月
３
日

ま
で
の
間
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。

　
■
町
議
会
の
対
応

○
平
成
21
年
12
月
９
日

…�

「
町
営
プ
ー
ル
跡
地
」
を
役
場
庁
舎

移
転
・
建
設
地
と
し
て
決
定
し
、
早

急
に
事
務
手
続
き
を
進
め
る
よ
う
強

く
求
め
る
旨
の
決
議
可
決
（
賛
成
８
、

反
対
７
）

○
平
成
23
年
12
月
６
日

…�

「
県
海
田
庁
舎
」
を
役
場
庁
舎
移
転
・

建
設
用
地
と
し
て
決
定
し
、
早
急
に

手
続
き
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
旨
の

決
議
可
決
（
賛
成
11
、
反
対
３
）

　

町
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
庁
舎
建
設

特
別
委
員
会
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
検
討

さ
れ
て
い
な
い
、「
県
海
田
庁
舎
」
を
突

如
、
新
庁
舎
の
位
置
と
す
る
よ
う
、
平

成
23
年
12
月
議
会
で
決
議
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
県
海
田
庁
舎
」
が
、

こ
れ
ま
で
議
会
が
主
張
し
て
き
た
「
町

営
プ
ー
ル
跡
地
」
よ
り
も
ど
の
よ
う
に

優
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
具
体
的
な
説

明
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
町
と
し
て
は
、
先
の
町
長
選
挙

の
結
果
を
踏
ま
え
、
民
意
を
尊
重

し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
駅
南
口
に

新
庁
舎
を
建
設
す
る
方
針
と
し
て

い
ま
す
。

　
■
県
海
田
庁
舎

　

現
在
の
県
海
田
庁
舎
は
、
老
朽
化
し
て
お
り
、
耐

震
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
仮
庁
舎
の
よ

う
に
一
時
的
な
利
用
で
は
な
く
、
新
庁
舎
と
し
て

そ
の
ま
ま
永
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

仮
に
改
修
工
事
や
耐
震
化
工
事
を
行
っ
て
も
、
新

築
に
近
い
く
ら
い
の
多
額
の
工
事
費
を
要
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
て
替
え
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
駅

南
口
よ
り
も
か
な
り
広
い
県
海
田
庁
舎
の
土
地
す

べ
て
を
買
い
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
計
画
（
案
）
と
同
じ
機
能
を
導
入
し

た
場
合
の
概
算
事
業
費
は
、
約
26
億
円
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
■
仮
庁
舎
に
つ
い
て

　

町
と
し
て
は
、
平
成
23
年
11
月
以
降

空
き
施
設
と
な
っ
た
県
海
田
庁
舎
を
仮

庁
舎
と
し
て
検
討
し
、
県
知
事
と
の

ト
ッ
プ
会
談
の
結
果
、
借
り
受
け
る
こ

と
で
話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

仮
庁
舎
に
入
居
す
る
前
に
最
低
限
の

改
修
工
事
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
23
年
12
月
議
会
に
設
計
業
務
の
補
正

予
算
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
議
会
に
お

い
て
削
除
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
現

在
、
仮
庁
舎
の
移
転
先
に
全
く
め
ど
が

立
っ
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
位
置
…
広
島
県
海
田
庁
舎
（
海
田
町

南
昭
和
町
14
番
19
号
）

○�
移
転
対
象
施
設
…
海
田
町
役
場
、
加

【参考】
海田市駅南口土地区画整理事業の概要
施 行 者：海田町
施行面積：約2.0ha
事業期間：H20年度～ H25年度
事 業 費：約10億円
事�業目的：広島都市圏東部の拠点として、ま

た海田町の玄関口としてふさわしいにぎわ
いと風格のあるまちづくりを進めるため、
駅前広場や道路等の整備、宅地の利用増進
を図ります。

進�捗状況：現在、仮換地素案を作成し、地権
者の方々と協議・調整しているところです。

藤
会
館
（
水
道
課
、
下
水
道
課
）、

保
健
セ
ン
タ
ー

○�

賃
貸
借
予
定
期
間
…
平
成
24
年
８
月

か
ら
平
成
27
年
12
月
末
ま
で

建物構造 鉄筋コンクリート４階建
建築年次 昭和46年
敷地面積 3,706.21㎡

延床面積

3,758.34㎡
 （本館 3,393.30㎡、
自動車車庫 291.60㎡、
自転車置場外 73.44㎡）

駐車場台数 57台

仮庁舎の施設概要

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

新
庁
舎

仮
庁
舎

新
庁
舎
移
転
・
開
庁

現庁舎
移転
解体

設計 発注・建設工事

仮庁舎移転、開庁改修
工事

移転までのスケジュール

➡

広島市 国道２号国道２号
広島南道路広島南道路

JR呉線

呉市

東広島市
JR山陽本線JR山陽本線

東広島バイパス東広島バイパス

国道31号国道31号

支え合いと
協働のまち

子育て
しやすく人が
輝くまち

環境を
大切にする
まち

個性と
活力のある
まち

JR海田市駅
●山陽本線の快速列車全便停車
●平成24年３月より、呉線の快速列車
「安芸路ライナー」も停車
→公共交通の拠点機能が高まり、駅前
の活性化が見込まれる。

第４次海田町総合計画

山・川・海
自然に恵まれた

環境 近隣市町との
連動

☆広島市・東広島市・呉市通勤圏内
☆病児・病後児保育
☆３世代が交流
☆バス路線の充実
☆交通の要所
☆文化・歴史の中心

行政が先導し、町に渦を、
呼び水をつくる

幼児・高齢者・障がい者等の
ニーズに応じた場所づくり

★活性化を図っている
　市町の現状
→多様な交通機能を
　生かしている。
　　JRの表裏
　　JRと庁舎・支所
　　JRと商業・経済圏

ひと輝く・四季彩のまち　かいた

―海田の未来づくり――海田の未来づくり―

～住んでよかった。
　これからも住み続けたいまち“海田”～
～住んでよかった。
　これからも住み続けたいまち“海田”～

し き さい

庁舎機能に
にぎわいの拠点
（シンボル）を

商工業の
振興による
地域の発展を

■
新
庁
舎
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
イ
メ
ー
ジ


